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ソース・モニタリング低下の恐怖をどう乗り越えるか

一一金城論文へのコメント一一

イ中 真紀子

北海道大学

1.はじめに

ソース・モニタリングができないと，情幸長をど

こで得たのかがわからなくなる。目撃したのかメ

ディアで見ただけなのか，自分のオリジナルのア

イディアなのか先行研究で読んだだけなのか，銀

行で現金を振り込んだのか振り込もうと思っただ

けなのか，といった1Z55IJがつきにくくなる。ソー

ス・モニタリングの減退により寛罪が起きたり，

盗作を疑われたり，銀行で何度も振込んだりとい

うこともあるかもしれない。とすれば，それはた

いへん恐ろしい事態である。このような恐怖に対

し，私たちは何ができるだろうか。

恐怖に立ち向かう一つの方法は，対象を分析的

に検討し，冷静に対処することであるだろう

(Gross， 2002)。金城論文 (2009) はまさにそれ

を可能にしている。金城は，まずソース・モニタ

リングを定義し(外的一外的ソース・モニタリン

グ，自己一自己リアリティ・モニタリング，他

者一自己リアリティ・モニタリング)，ソース・

モニタリングの失敗がどのようなかたちで生じる

のかを示した(時間，空間，声におけるソース・

モニタリングの失敗;モニタリングの難しさは

ソース・モニタリング，自己一他者リアリティ・

モニタリング，自己一自己リアリティ・モニタリ

ングの隔で大きい，等〉。その上で， ソース・モ

ニタリングの促進要因を挙げ(イメージのインフ

レ，二重課題等による課題の困難性，情報の類似

度， 感情等)， 神経心理学的な基盤を示している

(前頭前野，倒壊葉内側部，頭頂葉，外側側頭部)。

さらに，ソース・モニタリングの低下に関わるメ

カニズムについて考察し(注意，情報のパイン

ディング， 検索の基準の低下)， ソース・モニタ

リングの減退を改善する方法(注意を向けること，

情報を意識化し文献とともに記銘すること，検索

の際の基準を上げること)を掲げ，自身の研究を

含む 100もの国内外の研究を紹介し，整理し，高

齢者の認知の特徴を明らかにしている。この論文

はこれから先日年， 20年のソース・モニタリン

グ研究を方向づけることになるだろう。

本稿ではこの成果をふまえ，方法論ならびに理

論的側面について考察する。特に発達や法と心理

学の領域で得られる知見と対照させながら考えて

みたい。また，ソース・モニタリングの低下に伴

う恐ろしい事態にどう対処すればよいかについて

も考察を進める。金城論文はその様態とメカニズ

ムを分析し，改善策を提供することで恐怖の低減

に貢献した。ここでは恐怖を乗り越えるもう一つ

の方法，ソース・モニタリングの低下の「良い側

面」を考える，ということを試みたい。

2.方法論と理論的側面について

方法論的問題として確認したいのは，生態学的

妥当性である。高齢者研究は若年者との比較に

よって行われる。幼児，児童の研究であれば，子

どもに負担のない環境で調査を行う，易しい言葉

遣いにする，身近な材料を用いる等の工夫を行う。

そうすることで幼見，児童は以前考えられていた

よりも有能であることが示されてきた。間様のこ

とが高齢者のソース・モニタリングにも言えるの

だろうか。例えば，高齢者の活動，物理的・情報

的環境を担保することで，若年者との差は，多少

なりとも緩和されるのだろうか。

高齢者に手がかり語を用いて自伝的記憶を想起

してもらうと，その中心的内容は自分のこと，友

人，知人，家族のこととなる。想起された事柄が
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いつの出来事かを尋ね， 20代の頃の記憶， 30代

の頃の記憶というように時期ごとに内容をみてい

くと，高齢期では自己の生活や健康が大きな割合

を占め，登場する他者は 10-20代では親，友人，

配偶者， 30 -40代では子ども， 50 -60代では

孫へと推移する(槙・仲， 2006)。こういった関

心ごとを反映した課題は，生態学的に妥当な課題

となるのではないか。

金城は「食品の安全性JI:ij[の安全性」という
文脈であれば，高齢者と若年者のソース・モニタ

リングの成績の差が小さいという研究 (Mayet 

al.， 2005) を紹介している。このような結果は，

Mayらも示唆しているように，高齢者の動機付

けの特徴，すなわち，人生の時間が十分にあると

いう認識のもとでは知識獲得が，人生の時間は隈

られているという認識のもとで、は安心〔感情の安

定)が希求される，という主張(社会情動的選択

理論)(Carstensen， Isaacowitz， & Charles， 1999) 

とも関わっているだろう。

生活に関しては，高齢者の生活は朝型になる。

ハッシャー (2005)は，同じ課題であっても午前

中に行うのと午後に行うのとでは，前者において，

青年と高齢者の成績の差異が小さいという一連の

研究を示している。こういった高齢者の関心，動

機付け，生活上の特性を反映した課題は，生態学

的に妥当な課題だといえるだろう。

そもそも，成人期までの発達過程においては，

学業の達成，就職，出産，子育て，昇進等，新し

い知識や技能を学ぶことが適応における大きな要

件である。そこでは大量の情報を情報源ごとに保

持し，使用することが重要であり，日々ソース・

モニタリングの練習をしていると言うこともでき

る。これに対し，高齢期では，健康，技能，財産

等あらゆる側面において，すでにあるものを維持

することが重要である。そのため，変化の認知

(1いつもと少し違うJ)，いわば親近性の認知の方

がソース判断よりも適応的であるかもしれない。

課題や文脈によっては高齢者も相当のソース・モ

ニタリングができること，場合によってはソース

判断よりも親近性判断の方が適応的であることが

示されたならば，ソース・モニタリングの低下に

関する不安はさらに緩和されるだろう。

理論的な側面に移る。金城論文は，ソース・モ

ニタリングを「記憶，認知，推論」が関わる擾雑
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な過程であるとし，神経生理学的な基盤(前頭前

野，側頭葉内側部等)や認知行動学的な指標

(ワーキングメモリ，注意，検索方略)により，

そのメカニズムに追った。金城論文が示すように，

精撤な研究が数多く行われており，ソース・モニ

タリング研究は将来的にこういった認知過程の要

素に分解されていくのだと思われる。しかし，重

要なこととして，金城は，・こういった還元だけで

は足りないことを示唆している。ソース・モニタ

リングは「記億痕跡から直接思い出されるのでは

なく，思い出される際の諜々な判断過程を通して

評価され帰属された結果」であり， 1知識， 1言念
の起源についての帰属判断を伴う一連のプロセ

スjであるとし，知識，信念，推論といった側面

の重要性に言及している。

ソース・モニタリングが重要な研究課題となる

領域の一つに，法と心理学の領域がある O 例えば，

自撃証言では，想起された出来事が事件の目撃か

ら得られたものなのか，メディア報道や事情聴理

から得られたものなのかの区別が重要である O 虚

偽自白が疑われる事件では，被疑者が現実に行っ

たことなのか，暗示や誘導によって作り出した記

情なのかが問題となる。金城も言及しているイ

メージのインフレは，誘導的な心理療法により性

虐待の記憶が回復するとされる，偽りの記J憶との

関連で研究が進められてきた。こういった研究は，

記憶の形成(リアリティ・モニタリングの失敗と

もいえる)が，出来事の蓋然性に関する基準確率

や信念と関わることを示唆している (Loftus，

2003; Loftus， Weingardt， & Hoffman， 1993; 

Naka & Maki， 2006; Van Wallendael， 1999)。

例えば，鞄の色の記憶は， もっともらしい鞄の色

は何かという知識による影響を受ける (Naka，

Itsukushima， & Itoh， 1996)0 1悪魔っきは起こ

り得る」と認識することは「悪魔っき」に関する

偽りの記憶の形成と関連する (Mazzoni，Loftus， 

& Kirsh， 2001)。このような知識や信念を明らか

にすることは，ソース・モニタリング研究の成果

を拡張する一つの方向で、あるだろう。

3，ソース・モニタリングの低下がもたらす

よい効果

さて，恐怖を乗り越えるもう一つの方法は，そ
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のよい関面を見いだし，恐れることはないと自分

を納得させることである。ソース・モニタリング

が低下することで，良いことはあるのだろうか。

スペキュレーションではあるが，こういうこと

はないのだろうか。ソース・モニタリングの発達

的変化は幼児から徐々に向上し，おそらく青年期

で最高潮に達し，成人期で低下しはじめ，若年高

齢者，後期高齢者となるにつれさらに低下すると

考えられる。幼児は高齢者と間様，ソース・モニ

タリングが不得手であり (近藤， 2008)， さらに

靖報源の理解や様相(摂覚，触覚等〕の区別も不

十分である CNaito，2003; Nelson 2000; Perner 

& Ruffman， 1995)。こういった特徴は，幼児が

自己を他者と分離し，理解することを函難にする

と考えられる。

しかし，自己の分離，理解が十分でないからこ

そ，幼児は養育者と自分とを重ね合わせることが

できるのではないか。文脈の記憶が十分で、ないか

らこそ， Cエピソード記憶は犠牲にして〕意味記

憶の発達が加速されるのではないか。幼児の語藁

習得においては，例えば同じ形の事物であれば，

向じ名称(ラベル)で呼ぶという傾向性が見られ

る CMarkman，1992)。こういった傾向性は，文

脈やソースにこだわらず概念習得が進むことを促

進するだろう。他がすべて同じであれば，ソー

ス・モニタリングの低い子どもの方が語葉習得，

外国語習得，世界に関する知識の獲得が阜く進む

ということはないのだろうか。また，母親と自己

との重ね合わせの度合いが強いということはない

のだろうか。

最近， Franklin， Barber， Yoshimuraと行っ

た研究は次のようなものであった。参加者A，B 

のぺアに，コンビュータ酉面を見せる。そこには

1っす、つ， 計80の単語が呈示され， 参加者の課

題は， A， Bがそれぞれ番をとりながら，共同で
物語を作るというものである。画面上に「犬」と

現れれば， Aは「犬が歩いていました」などと
文を作る。次の単語が「森」であったとすると，

Bは「犬は森に入っていきました」という文を作

るかもしれない。このようにして 80の単語を用

いて物語を作成した後，提示された単語および新

しい単語を加えて新!日半IJ新を行う。さらに， I日刺

激では，自分が使った単語であるか，相手が使っ

た単語であるかのソース・モニタリングを行う。
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その結果，少なくともアメリカの参加者について

は，対人関係尺度や共感性の高い参加者ほどソー

ス・モニタリングの成積が低かった CFranklin

et al.， 2008)。つまり，相手のことを思いはかる

能力が高い(と認識している)人ほど，相手が

使った単語なのか，自分が使った単語なのかの混

乱が多かった。なお，逆説的なことだが，日本の

学生はむしろ共感性尺度の得点が低く，ソース・

モニタリングはより正確という結果であった(こ

れが何に由来しているのかは検討中である)。

高齢者ではどうだろう。ソース・モニタリング

が減蓑することにより，この出来事，あの出来事

ではなく， I世界はこういうものだJI人間とはこ

ういうものだJI自己の統合」 という一般化がな
されやすくなるということはないだろうか。ソー

ス・モニタリンクーの低下がエリクソンのいう「統

合」と関連しているとすれば，これはたいへんに

興味深いことである。

今後さらにソース・モニタリングの領域横断的，

発達横断的な研究が進むことを期待したい。
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